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第252図 特殊小型土器実測図 2

「平棺土器」について（第241図～第250図）

「半柏t器」に分煩した土据は，第3群か，第4群か，

第5群か，どの群に属する土柑か分別ができなかった上

器について，名付けた土器である。主に胴部や底邪がこ

の類に属する。

1)深鉢形土器（第241図～第246図）

胴部や底部では器形的特徴も施文的特徴も，先述した

ようにほとんど凡がない。特に第3群でも，第4群でも，

第5群でも附形的特徴は，胴部上半か中央部かが最大径

となり，底部に向かってすぼまる器形を見する。底部は

若T上げ底となっている。一方，第3・4・5群と同様

に施文的特徴としては，胴部上端から胴部下端まで結節

縄文を施す土器であること，結節縄文の撚りの柿類は3

種類あること，など判別は非常に困難である。

2)壺形土器（第247図40~第250図56)

10~42は、口緑形態がキロ緑となる口緑部である。器

形的特徴としては肥厚させないことが特徴である。わず

かに外反するか，直行することが特徴である。施文的特

徴としては「1唇上端部に刻みを施すこと，口緑部には沈

線文と刺突連点文とで曲線文や波状文で文椋を構成する

ことを挙げることができる。

43~51は，肩部からijlii]部にかけての資料である。附形

的特徴としては胴部上半部に最大径があり，底部に向け

てすぼまる器形となる。施文的特徴としては頸部文様帯

は沈線文と刺突辿点文とで文様を構成するか，屑部から

胴部にかけては無文である。

なお， 51のようにススが付沿している土器もある。

52~56は隕部下半～底部にかけての資料である。器形

的特徴としては底部にかけてすぼまった附形は，底部で

は芥干上げ底の平底となる。特に53は底部から桐部にか

けて開いて立ち上がる特徴がある。施文的特徴としては

53が胴部ド端まで結節縄文を施すl一盤である。その一方

で52・54~56は無文であった。従ってこの時期に屈す

る壺形!・.器は肩部から底部にかけては無文にするのが大

部分の特徴であると言える。
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⑥ 第6群特殊小型土器

鉢形もしくは椀描の小型のものを特殊小型十▲器とした。

1は，復冗口緑径10.5cm,器高9cmを測る。

底部は平底。やや張った胴部から口緑部は大きく外反し，

端部は唾れ下り気味である。器面令面に大型の土器と同

椋の沈線文と刺突連点文が施されるものである。 2は，

復元口緑径 7.6cm,器閻 4.5cmを測るものである。器形

は椀咽で，わずかに肥I早した口縁部には刺突状の刻目が

施される。 3・4は，手づくね状の椀で無文。 3は11縁

部が楕円形を見し，復元口緑径8x 9cm, 器高 5.3cmを

測るものである。 4は，口縁径 3.3cm,器高 3.3cmを測

るものである。

器撃が厚く指頚による調整狼がわずかに認められるもの

で古墳時代の手捏上器に類似している。 5は，復元口縁

径10.4cmを測る u n縁部はやや内弯し端部はすばまるも
のである0 6は，復元口緑径12.8cm,器閻 4.4cmを測る。

平底の底部から大きく外反するもので，須恵器の好を思

わせるような器形である。 7ば丸底から丸味を帯びて

立ち上がる。 8・9は深鉢のミニチュアと思われるもの

である。 8は胴部最大径が7cmを測る。尖底に近い底部

から胴部は稜を有する。 9は口緑部が肥厚し山形をなす。

10は，破片のため全体の形状はあきらかではないが，口

緑部は方形になるのではないかと想定される。 11は，復

元「1緑径 4.8cmを測る。附形は筒状を旱し，口縁部はわ

ずかに内弯する。口緑部には刻日が施され，外面には沈

線文と刺突連点文が施される。 12は，口緑径 2.2cm,沿

靡 4.8cmを測るもので節状を呈する c

器面全面に規則性の無い沈線文が施されている。附壁が

やや）単いため内面径は 1.7cmと小さい。 13ば復几口縁

径 2.7cmを測るもので筒状を旱し，外面に沈線文と刺突

文を施す。また，一部に赤色頻料が塗布されている。 14

は，復;cfl縁径 3.8cmを測る。 11~13と同様に筒状を畢

するが無文である。 15は，特殊なt器である。全体の形

状は不明であるが底部付近と思われる。外面には沈線文

と刺突文が施される。底面には脚か，透かしがあったと

思われる脚のはずれた痕跡が4箇所認められる。
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⑦ 小結

上野原第10地点の発掘調査では，縄文時代早期に属す

る土器は，屑位的には把握できなかった。従って，特に

t器型式内の差が時間差を示す事柄なのか，種類の翌富

さをホす事柄なのか，層位的には明らかにできなかった。

しかしながら先に述べたように，各型式間には附形的

特徴にも施文的特徴にも共通点と異質点とが観察できた。

このことから，これまで分類したL器型式内の差が時間

差を示すと仮定して，型式組列を考えることにする。

⑦ -1 深鉢形土器について

1) 第 1 群• 第2群について

南九小廿縄文早期上器編年において，手向山式L附より

新しく位盾づけられ，平桁式L僻より占く位閥づけられ

ている，第 1群（妙見式＋器）と第2群（狭義の天道ヶ尾式

上器）に属する」：協について若Tの考察を記す。

まず，第 1群深鉢形十喘｝の器形的特徴と本報告の上器

分類とを比較すると，次のように2タイプに分類できた。

Aは口唇部を丸く収め，口緑部は肥厚せずそのまま外

反する上器（器形的特徴3)である。「1緑形態には，波状

口緑を見する上器（器形的特徴2)と，半口緑を早する土

温ぼ形的特徴 1)とがある。胴部はあまり張らずに底部

へ移行する。土岱の大きさは超大料土柑・大型土器・中

削I・2・3類上器・小乃IJ_l器の6種類ある。

Bは口唇外面に小さな三角形状の突帯を巡らす土器（器

形的特徴4)。口縁形態には，波状口縁を呈する土器（盤

形的特徴2)と，平n緑を呈する十器（器形的特徴 1)とが
ある。胴部形態はAと詞様。＋器の大きさは超大型t

沿・大型上湿・中型 1・2・3類上器の5種頬ある。

そして， Aに属する十附が数多くあり， Bに属するL

沿は数少ない傾向にある。

さて次に，第1群の施文具の種類と文様帯との関係に

ついてAとBとに共通する雄本的特徴は，まず，口緑部

文様帯から頸部文様帯にかけては，亥I]目突帯を巡らす（施

文的特徴c)ことつぎに頸部文様帯から胴部文様帯では，

波頂部下に瘤状突起と貼付突岱を施す（施文的特徴e)こ

と。 nl•J部文様帯には平節斜行縄文を施すか， もしくは単

節斜行縄文を地紋として沈線文と刺突連点文とで文様を

構成すること（施文的特徴a)である。さて沈線文を施す

場合の棒状工貝は先端部を尖らし，沈線文の打ち込みや

止めを流して施文する（施文的特徴h)特徴がある。

つぎに第2群深鉢形土器の器形的特徴と本報告の土器



分類とを比較すると，次のように2タイプに分類できた。

Cは口唇部を丸く収め，口緑部が11ビ）厚せずそのまま外

反する」翡糾器形的特徴3)である。口緑形態には，こく

浅い波状l」緑を呈する十器（器形的特徴2)と，平日縁を

兄する土沿（器形的特徴 1)とがある。胴部は中央部ある

いは上半部が張りながら底部に移行する U

DはlJ唇外面に小さな三角形状の突附を巡らす」淵（福

形的特徴4)である。口縁形態には，こく浅い波状U緑を

旱する上沿儘形的特徴2)と，平口緑を呈するt描（甜形

的特徴 1) とがある。 nl•l部は中央部あるいは上半部が張り

ながら底部に移行する。 ［器の大きさには，大刑十闊｝・

中型 l・2・3類上洛・小型十器の5種類ある。

そして， Cに屈する上盟が数少なく， Dに属する上器

は数多い傾向にあるといえる。

さて次に，第2群の施文具の種類と文様帯との関係に

ついて韮本形として，まず，口緑部文様帯から頸部文様

常にかけては，刻LJ突術を施さず，沈線文と刺突連点文

とで文様を構成し，横位方向に巡らす（施文的特徴d)。

つぎに頸部文様帯から胴部文様帯では，波匝部（想定部）

匝下に梱状突起と縦位方向の突帯とを貼付する（施文的特

徴e)。胴部文様常に平節斜行縄文を施すか， もしくは単

節斜行縄文を地紋として沈線文と刺突連点文とで文椋を

構成する土沿（施文的特徴a)である。さて沈線文を施す

場合の枠状Tー具は先端部を尖らし，沈綜文の打ち込みや

止めを流して施文する（施文的特徴h)特徴がある。

ここで第 1群の特徴と第2群の特徴とを総括すると，

第1群： A器形的特徴3(2, l)+施文的特徴ahec

B湘形的特徴4(2, 1)+施文的特徴ahec

第2群 :o器形的特徴4(2, l)+施文的特徴ahed

C盟形的特徴3(2, 1)+施文的特徴ahed

となる。さて，南九州縄文早期土器編年から．「妙見・天道

ヶ尾式土器→平桁式土附」という編年観を址本とすると，

施文的特徴としては「c→d」（刻日突帯の消失＝沈線文

化）という変遷か考えられるe 上記の様柑から，第1群と

第2群に共通する「妙見・大迫ヶ尾式上器様式」の特徴

として，施文的特徴a・e・hを挙げることができる。

その一方で，第 1群および第2群の変遷については，

(A・B : 3 > 4, c)→ (C・D : 3 < 4, d) 

という刑式組列を考えることができる。

2) 第3群• 第5群について

南九州縄文早期1翡僻編年において，妙見・天道ヶ尾式
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士器より新しく位囲づけられ，塞ノ神Aa式十器より占

く位固づけられている，第3群と第4群と第5群（半桁式

ト器）に属する上器について杵「の考察を記す。

まず，第3群深鉢形土器の器形的特徴と本報告のl灌芹

分類とを比較すると，次のように2タイプに分類できた。

Eは口緑部に小さな三角形状の突帯が口唇ドに巡るI:

沿（盟形的特徴4)である。口緑形態には，浅い波状口緑

を見する上器（器形的特徴2)と，平LJ緑を呈するt器（器

形的特徴 1)とがある。胴部は中央部あるいはビト部が衿

＋狽りながら底部に移行する。土塀0)大きさには，超大

型t器・大咽土閤・中型1・2・3類土盟・小咽上閤．

特殊小咽上器の7種類ある Q

Fは口緑部を三角形状に肥厚させる土器（器形的特徴

5.1)である。口緑形態には，浅い波状□緑を兒する上器
（器形的特徴2)と，平口縁を呈する日器（器形的特徴1)と

がある。胴部は中央部あるいは上半部が若 I・曲りながら

底部に移行する。上摺の大きさには，超大咽上器・大刑

十器・中型 1·2·3類土器・小刑土甜• 特殊小型l僻

の7種類ある。

さて次に，第3群の施文具の神類と文様帯との関係に

ついてである。某本形として，まず，口緑部文様帯から

頸部又椋帯にかけては，刻H突帯や砧付突帯を施さず，

波原部想定部に，口緑肥厚帯部ト・だけでなく頸部と胴部

との境にも瘤状突起を貼付する（施文的特徴 f)。またn
緑部文様帯には沈線文と刺突連点文とで文様を構成する

（施文的特徴d)。胴部文様帯には結節縄文を施す（施文的

特徴b)か，もしくは沈線文と刺突連点文とで文様を構成

する。

さて，沈線文を施す場合は施文具の枠状T貝は先端部を

丸くして，しっかり施文する（施文的特徴 i)特徴があるc

つぎに第5群深鉢形上器の器形的特徴と本報告の十，閤

分頬とを比較すると，次のように2タイプに分類できた。

Gは口緑部を三角形状に肥厚させる十岱（器形的特徴

5.1)である。日縁形態には，浅い波状口緑を旱する土附

（閤形的特徴2)と，半口緑を呈する土器（器形的特徴 1)と

がある。瀾部は中央部あるいは上半部が若r張りながら
底部に移行する。上器の大きさには，超大坦上器・大庫

十甜・中型1・2・3類土栂の5種類ある。

Hは粘土を張り付けて，輻広の口緑部肥）旱常を作出す

る＋協（附形的特徴5.2)である。日緑形態には，浅い波状

口緑を畢する土器（困形的特徴2)と，平口緑を旱する土

梱（器形的特徴 1)とがある。胴部は中央部あるいは上半



部が若「サKりながら底部に移行する。土狙の大きさには，

超大型十．器・人型t.謡・中型1・2・3類十器・小型土

器の6種類ある。

］は頸部にあたる部分を削ったり，口縁部文様帯と頸

部文様悶との境に横位方向の刻目突帯を巡らしたりして，

「見かけの肥厚帯」を作出する土梱（附形的特徴5.3)であ

る。口縁形態には，浅い波状口緑を旱する土器（器形的特

徴2)と，平□緑を呈する上柑（柑形的特徴 1)とがある。
胴部は中央部あるいは上f:部が若+1.Rりながら底部に移

i」する。土附の大きさにば大型土附・中型 1・2・3

類上湘の4種類ある。

さて次に，第5群の施文貝の種類と文様帯との関係に

ついてである。珪本形として，まず，口緑部文様帯から

頸部文様帯にかけては，波頂部（想定部）の口緑肥厚帯部

トや，頸部と胴部との境などのどの部位にも，瘤状突起

も縦位方向の貼付突常も施さない（施文的特徴g)。また

口緑部文様常には沈線文と刺突連点文とで文様を構成す

る（施文的特徴ct)。 →方，頸部文様帯には，刻目突帯を

巡らすL閤（施文的特徴C)と，文様を施さない土堺と，

数条巡らした亥lj目突帯間に波状沈線文を施す十附とがあ

る。胴部文様帯には結節縄文を施す（施文的特徴b)。

さて，沈綿文を施す場合は施文具の棒状工具は先端部

を丸くし，しっかり施文する（施文的特徴 i)特徴がある。

ここで第3群の特徴と第5群の特徴とを総括すると，

第3群： E器形的特徴 4(2, J)+施文的特徴bi ct f 

F阻形的特徴5-1(2, 1)+施文的特徴bi ct f 

第5群： G浩形的特徴5-1(2, l)+施文的特徴bidg

H浩形的特徴5-2(2, 1)+施文的特徴bidg

I栂形的特徴5-3(2, 1)+施文的特徴bidg

となる。さて，南九州縄文早期十器編年から「妙見・大

道ヶ尾式土器→平桁式土器→塞ノ神Aa式士器」という

編年観を基本とし，さらに先に述べた第1・2群の様相

とを併せて者えると．器形的特徴では「4→5.1→ 5.2→ 

5.3」という変遷が，施文的特徴では「 f→g」（瘤状突

起の消失）という変遷が考えられる。したがって上記の様

相から，第3群と第5群とに共通する施文的特徴b. 

ct. iが， 「平柏式卜器様式」の特徴として挙げることが

できる。

その一方で，第3群および第5群の変遷については，

(E: 4, f)→ (F : 5.1, f)→ (G: 5.1, g) 

→ (H: 5.2, g)→ (I : 5.3, g) 

という型式組列を考えることができる。
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⑦ -2 壺形土器について

1) 第 1 群•第2群について

第1群壺形十器は，到部から口緑部にかけての栂形的

特徴から2タイプに分かれるc

Jは長頸壺の器形を呈する土器である。口緑部から頸

部・肘部へと緩やかに移行する。施文的特徴としては，

日縁部文様帯から頸部文様帯には刻目突帯を巡らし， n
緑部文様帯から胴部文椋帯にかけて全面にIp.節斜行縄文

を施す土沿である。

Kは頸部から11縁部にかけて直線的に外反する器形を

用する土器である。頸部と日部との境は強い屈曲を旱す

る特徴が挙げられる。施文的特徴では，日縁部文様帯か

ら胴部文様楷にかけては地紋として単節斜行縄文を全面

に施した後に，瘤状突起を貼付する上器もある。また口

縁部外面直下に橋状把了を貼付するものもある。

第2群壺形上器も第 1群壺形土盟と同様に，口緑部の

閤形的特徴から2タイプに分かれる。

しは口緑部が外反する栂形を呈する I:器である。口緑

形態がこく緩やかな波状「1縁を旱する土器と平11緑を早

する土沿とがある。また頸部から同部にかけて強く屈曲

する日得と緩やかに移行する土盟とがある。施文的特徴

としては，口縁部文様帯から胴部又様幣にかけて地紋と

して単節斜釘縄文を全面に施した後に，頸部文様帯には

縦位方向の沈線文と刺突連点又とで又様を構成する。

Mは長頸壺の附形を呈する十器である。口緑形想が緩

やかな波状口緑を用する土器と，平口縁を早する土器と

がある。また頸部から日部にかけて強く屈曲する土器と，

なだらかに移行する上器とがある。施文的特徴としては，

第1群壺形十器と同様に波頂部（想定部）下の口緑部や

頸部に，瘤状突起や橋状把手を貼付し，さらに11緑部文

様帯から頸部文様幣にかけて貼付突帯を施す土器が多い。

さらに，口緑部から頸部には刻日突俗を数条巡らす十．器

もある。胴部文様常には第 1群壺形1-.堺と同様に，単節

斜行縄文を施す上器が多いが，沈線文と刺突連点文とで

文様を構成する土盟もある。

2) 第3群• 第5群について

第3群壺形土器も第 1群壺形い器や第2群壺形十．器と

同梯に11緑部の器形的特徴から2タイプに分かれる。

Nは口緑部が外反する器形を呈する上器である。頸部

は短く，頸部と肩部との境は緩やかに移行する特徴があ

る。施文的特徴としては，波頂部（想定部）の口緑肥厚帯

部直ドだけでなく，頸部と胴部との境にも瘤状突起を貼



付する。頸部文様帯（頸部から肩部）には縦位方向・横位

方向や斜位方fnJに沈線文と刺突連点文とで文様を構成す

る。また胴部文様帯（肩部から胴部にかけて）は，全面に

わたり文様を施さず無文てある。

0は長頸壺の器形を呈する土附である。口緑形態が緩

やかな波状口緑を早する上滞と，平口緑を団する土堺と

がある。また頸部から肩部にかけて強く屈曲する土器と，

なだらかに移行する」器とがあな施文的特徴としては

梱状突起や橋状把手を貼付する。以上の特徴は第2群壺

形十器と同様の特徴である。

一方， ffl•J部文様帯は全面にわたり無文である。

第5群壺形Jこ器は，瘤状突起も縦伯方向の貼付突帯も

施さずに， n緑部が幅／ムく肥厚する壺形土甘れをいう。
口緑部の器形的特徴から2タイプに分かれる。

Pは口緑部が外反する器形を呈する七器である。口緑

形態には波状口縁を閑するt器と，平口緑を日する士器

とがある。施文的特徴として口緑肥厚帯部には沈線文と

刺突連点文とで曲線文や波状文などの文椋を構成する。

Qは長頸壺の背請形を呈する土描である。この中にはロ

緑部がそのまま直行するt器と，口縁部が外反する土器

とがある。また1J緑形態が波状口縁を呈する上柑と，平

口緑を呈する土器とがある。施文的特徴としては，口縁

肥厚帯部には，沈線文と刺突連点文とで曲線文や波状文

などの文様を構成する十．堺や，枠状丁．具を使用して羽状

文を施す土器があなまた，頸部文様帯には沈線文と刺

突辿点文とを縦位方向や斜位方向に施文して文様を構成

する土甜や，横位方向に巡らす土器が認められた。

縄文早期後葉前半期に属する壺形十器について，

1)~ 該期を通して壺形t器には， LJ緑部が外反する器形

を呈する上器と，長頸壺の器形を呈するt器とがある。

2)第2群と第3群に属する長頸壺の器形を星する土器

には，頸部から肩部にかけて強く屈曲するt器と，な

だらかに移行する上器とがある。

それぞれの器形の梵は，時間的な差をホしているとい

うよりは，むしろJ+j途の違いによる器形の差をホしてい

ると息われる。

⑦ -3 出土状況について

今回の報告に際して上野原追跡第10地点で出」した，

縄文早期の時期に該甘する土湘について， 22型式（類で

の分類を含む，以下同じ）に分類して報告を行っている

（旱期巾葉11郎式ー第4分冊，早期後葉前半5型式ー第
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5分冊，早期後葉後半6型式ー第6分冊）。その全ての型

式について出上状況図を作成し，掲載した（各分冊参照）。

そこで間題となるのが，早期後茉前半期の上器諸型式

の出土状況である。しかし‘片該期の土器は出十点数が膨

大であったため，細別型式ことの出十状況図には実測図

を掲載した十器のみについて点を落とした。そのため細

別型式段陪の出土状況は，傾向的な把握にとどまる。

さて注目できるのはまず細別型式ことにtに出tす

る区域が変化することである。さらに，資料化した上器

では深鉢形上器も壺形土器も含めて，数グリッド離れた

地点で出上したt器片と数多く接合している。

この事実をどう解釈するかであるの原因としては，

A)風雨や流水などの自然的拡散。

B)後l:::I,+器廃棄などによる人T的拡散。

C)人為的に上器を批散させた。

ことなどが考えられる。そのうちA) やB) の原囚では，

ほば同地点で出十している他型式の十器では拡散が見ら

れず，非常に不自然である。

ところで本分冊に掲載した十器は，ある程度の大きさ

がある土器J',を接合させたもので，かつ多くの十器は直

径が推定復元できる程度の大きさにまで復元できた土甜

である。さらに土器片の割れnが摩耗しているものは大
変少なかったことが指摘できる。

ここで， C)の原因で考えられる行為の可能性の 1つ

として，「ある程度の大きさがある土器片を，故意に落と

していった。」という行為（本書では士器分置遺棄行為と

命名する）を，想定できよう。

特にこの区域は，土器埋納遺構が集中する士器出土希

薄域のすぐ外側である，という立地を考えるならば， LI

常約な行為に限定した原因を考える必要はない。したが

って， C) のような非日常的な行為をも原因とした，出

上状況の条出采と考える可能性は必要であろう。検』につ

いては今後の類例の増加を待って行う必要があろう c

さて，紺別型式ことに主に出tする区域が変化する状

況も注日できる。即ち，第1・2群の時期にはTに第2

環状区域を中心に出上し，別に点々とブロック状に集中

域が現れる傾向にある。また第3・4群では第1環状区

域から外側の区域にかけて出土する傾向にある。 ゾ方，

第5群の時期には第 1環状区域を中心に出上している。

ただしいずれの時期でも，土器出土希薄区域を意識し

ている状況が観察できること，第 1環状区域の内側部に

に土狙出土減少区が直線的に拡がることが注目できる。
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⑦ -4 まとめ（第253図）

この小結では第 1群から第5群までに属する土器の

器形的特徴や施文的特徴などを検討することで，型式組

列を考え試案を提出することができた。

それをまとめたのが，上野原遺跡第10地点縄文早期後

葉前'I'期卜器編年案（第253図）である。

各時期を概観すると次のようになる。

【V1期］（手向山式十甜期）

【V11期】

第1群（妙見式t楷）を基準にする時期である。 V1期（手

向iii式土据期）では見られなかったt器出上希薄域を形成

している。それと lriJ 時に， R-9•10区に士器出十減少

区も形成する時期である。

この時期，上器埋納追構は検出されていないものの，

土器出土状況から，後に形成されることになる上器出土

希薄域という場の機能が，生まれ始めた時期と位置付け

ることができる。

なお，深鉢形十器も壺形上器も出上状況にはほとんど

窟が見られない。

【VIl1期］

第2群（狭義の天道ヶ尾式上器）を基準にする時期であ

る。土器は上に第2環状区域を中心に出上する。

この時期に属する迎納土附は5個体出上し，坪納土器

のt器型式の中でば主体をなす時期の 1つである。これ

らの土器は土附埋納遺構群中の向側に集中する。

したがって，埋納土柑出土区と土器が中に出土した第

2環状区域との間には，約40m以上の空白域がある。こ

のことからも，上器出士希薄域や第2環状区域という場

の機能を， V11期よりもさらに明瞭に強化し，形成した時

期であるといえる。

一方， V11期でR-9・10区に不町瞭ながらも形成が確

認できた土器出土減少区は，この時期にも不町瞭ではあ

るが確認できる 3

なお， VI1期と阿様に深鉢形t器も一般の面形t鼎も，

出L状況にはほとんど差が見られない。

【IX期］

第3群（平桁A類土鼎）を枯準にする時期である。土困

はじに第 1環状区域からその外側にかけての区域を中心

に出［：する。

この時期に属する埋納t器は4個体：ll土し，埋納十昇器

の七器型式の中では＼冊期と共に主体をなす時期である。

これらは十器埋納遺構群中の東端と西端に位置する。
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ところで， R-9•10区南側に見られる十沿：t', 土減少

区はこの時期に明瞭に形成している。

さて，この時期に深鉢形土器と一般の壺形上器とが出

十する区訓1こ若干の違いが見られる。その結果，＼冊期よ

りも1X期の方が，深鉢形十器よりも壺形土器の方が，土

器出上希薄域を明瞭に形成する傾向があると，いえる。

このことからも土浴出上希薄域や第 1環状区域という

場の機能を， VIII期よりもさらに明瞭に形成した時期であ

るといえる。

[X期］第4群（平桁B類土喘）

[XI期］

第5群（平桁C類十僻）を嬰準にする時期である。上器

は第 1環状区域に集巾して出土する傾向にある。第 1環

状区域と十器出土希薄域との境はさらに明瞭になり，上

器出土希薄域や第 1環状区域という場の機能が確立され

た時期といえる。しかしこの時期埋納I壻甘は1個体し

か出土しておらず， VIII期やIX期の時期と比べると対照的

である。

このことは，単に上器埋納遺構の量的な問題ではなく，

士器埋納遺構を伴う十器出上希薄域という場の機能に、

質的変化が生じた可能性を指摘することができ，注目で

きる現象である。

一方， R-9・10区南側から S-9・10区にかけて，

土器出土滅少区が明瞭に確立する時期である。

さて，ここまで早期後娯前半期に属する十器の細別と

型式ことの出土状況．接合状況とを提示してきた。その

上で十器坤納遺構などの追構との関係を含めた，土器出

上状況から見た上野原遺跡第10地点における門該時期の

各期の様相を示してきた。

また，第2環状区域や第1環状昆域などの上器出土集

中区域は，土鼎の接合状況から「土器分置遺棄区域」で

ある可能性が高いことが指摘できる。

その結果，「土器分閥遺棄区域」の内側にあり，十器埋

納遺構が各期にわたり検出され，かつ一般遺物の出t量

が面端に少なかった，「上器出土希苅域」は，「祭祀」の

場と位置づけることができる蓋然性が高いと考えられる。

上記の可能性が指摘できるならば R-9・10区南側

から S-9・10区にかけて拡がる，「上器出上減少区」

ば「祭祀場」への導入路とも考えられる。いずれにして

も，類似遺跡の発掘調査および報告が待たれる。
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1 . 上野原遺跡出土の赤彩遺物について
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上野原遺跡出土の赤彩遺物について

1 はじめに

k野原遺跡3エ区のアカホヤ火山灰下層からは，

縄文時代早期後葉（約7500年前）の遺物が大量に出

十＿している。中でも特筆すべき遺物として壷形土器

ゃ耳栓が挙げられるが，それらには華麗な文様に加

えて，赤色顔料が登彩されているものがある n 本稿

ではその赤色塗彩の状況について観察・分析し，顔

料の種類の同定と若干の考察を行った。

縄文時代の赤色顔料には，ベンガラと水銀朱が考

えられる。ベンガラは酸化第二鉄 (Fe203),水銀朱

は硫化水銀 (HgS) であり，粒子の形状に特徴があ

る。今回は主に SEMとEDSによる X線分析（成

分分析）で検出される元素をもとに，赤色顔料の種

類の同定を試みた。

2 分析

赤彩遺物については， まず肉眼および実体顕微鏡

によってその塗彩状況や頻料の色調守を観察し，更

に分析機器を用いて成分分析や頻料の粒子の形状に

ついて観察を行った。その結果をまとめて表 lに小

す。分析に使用した機器は，鹿児島県立埋蔵文化財

センター所蔵の日本電子製走査型電子顕微鏡（低真

空SEM・5300LV) とエネルギー分散型X線分析装

固 (EDS・JED-2001)である。 EDSによる X線

分析は加速電圧20kV, 有効時間100秒，取り出し

角度20.2゚ ，作動距離20.0mmの統一した測定条件で行

った。

表 1 上野原遺跡出土の赤彩遺物観察表

鹿児島県立埋蔵文化財センター 大久保浩二

3 赤彩土器について

赤彩上器は十数個体が出土しているが，今回はそ

の内 4点の資料について調査を行った。赤色顔料の

種類は分析の結果，すべてベンガラであった。

資料 lは， 2個対になって埋納されていた完形の

壺形土器の一体である（写真 1)。平桁式の文様をも

ち，口縁部が方形を呈する。口唇部に羽状に施され

た沈線文と，その間に施された押し引き状の刺突文

の中に，わずかに亦色顔料が残仔している（写真2)。

実体顕微鏡による観察でも，塗彩は沈線内だけにし

か観察されない。暗赤色をした色調の具合から赤色

顔料の種類はベンガラであると考えられ， EDSに

よる成分の分析でも Feのピークが検出された（図

1), FeのピークのほかにAI・Siのピークも検

出されたが． これらは土壌等の汚染であると考えら

れる。 SEMによる顔料粒子の観察も行ったが，特

徴的な粒子は観察されなかった（写真12)。また対に

なっていたもう一体の壷形土器には，赤色喰彩は施

されていない。

資料2は小型の壷形十器の口縁部である（図2-

1)。外面の一部に赤色顔料が塗彩されている C s E 

Mによる観察では，長さ 5~10μm, 太さ lμm程

の細長い円筒形をした粒fが密集しているのが観察

された。これらはベンガラの一種にみられる粒子で

パイプ状粒子と呼ばれ，これを含むベンガラをパイ

プ状ベンガラと称している。

資料 写真 挿図番号 型式 器種 塗彩状況 SEM像 EDS分析 顔料種類

1 1,2 付図参照 平桁系 大型壷 口唇部沈線内 粒状 Fe ベンガラ

2 図2-1 妙見系 小壷 口縁部外面 パイプ状 Fe ベンガラ

3 3 図2-2 平桁系 深鉢 口縁部外面沈線内 パイプ状 Fe ベンガラ

4 4 図2-3 妙見系 深鉢 胴部外面沈線内 パイプ状 Fe ベンガラ

5 8 図2-4 平栴系 滑車形耳栓 沈線内 パイプ状 Fe ベンガラ

6 10 図2-5 平桁系 滑車形耳栓 沈線内

7 図2-6 平桁系 臼形耳栓 沈線内

8 図2-7 平椿系 滑車形耳栓 器而全体？
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資料3は深鉢形土附の口緑部である（写真3)。[]

唇部から外面の沈線内に赤色頷料が塗彩されている。

やや明るい赤色を呈し， EDSでは Feの裔いピー

クが検出された。 SEMによる顔料粒子の観察では，

期瞭なパイプ状粒子が観察された（写買13)。

資料4は深鉢形土器の胴部片（写真4) と考えら

れるものである。沈線の中だけを赤色顔料で塗彩し

ている。分析の結果，パイプ状ベンガラが検出され

た。そしてこの士器の沈線内には，ベンガラを塗彩

した時のエ具の跡ではないかと考えられる筋が認め

られる。その観察から，ベンガラ塗彩［程の復元を

試みたので，後述する。

4 耳栓について

耳栓は破片を含め士製品が19点，石製晶が9点出

土している。赤彩が認められるのは土製品のみ (6

点）で，その内4点について調査を行った。

資料5は消車形の耳栓である（写真8)。鋭い沈線

でS字状の曲線文様などが描かれており，肉眼では

その沈線内にわずかに赤色顔料が認められる（写真

9)。全面に塗彩されていたのが剥落したのではとみ

られたが，実体顕微鏡による観察でも沈線以外の器

面には塗彩の痕跡は認められなかった。頻料の種類

はパイプ状ベンガラであった（写真15)。

資料6は大型の滑車形耳栓である（写真JO)。やは

り沈線内のみに赤色頷料が認められる（写真11)。ベ

ンガラであると考えられるが， X線分析は資料の制

約があり行っていない。資料7の臼形耳栓（図2-

6) についても同様である。

資料8は無文の滑車形耳栓（図 2-7) である。

肉眼では認めがたいが，実体顕微鏡による観察では

器面の細かな凹みやヒビの部分に赤色顔料の付着が

認められる。よって本来は器面全体が赤色塗彩され

ていた可能性が考えられる。

5 顔料塗彩の工具痕が残る土器について

赤彩土器の中には，赤色顔料を塗彩する工程・エ

具について検討できる資料があったc 前出の資料4

であるが，深鉢形土器の胴部片（写真4) の沈線内

だけにパイプ状ベンガラが塗彩されている。器面に

は斜行する沈線や連点により文様が描かれているが，

沈線には「赤彩のある沈線」と「I)ぷ彩のない沈線」

がある。「赤彩のない沈線］は断面が半円形の滑らか
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な凹線（巾約2mm) である。これは竹串状の棒状工

具を横に引くことにより描かれていると考えられる。

ところが「赤彩のある沈線」 （巾約2~3mm) には不

規則で細かな筋が院く残されており，「赤彩のない沈

線」と痕跡を異にしている（実体顕微鏡写貞5~7)。

また滑らかな r亦彩のない沈線」の途中から，荒い

筋のある「赤彩のある沈線」が始まっている部分

（写真5) も観察される。これらのことからまず棒状

工具で沈線文を描き，その後赤彩する沈線の部分だ

けをベンガラを含ませた絵筆のような工具でなぞっ

たものと考えられる。荒く細かい筋が残ることから

筆状に先が細かく分かれたやや硬いエ具が想定され，

筆に墨を含ませるように，ベンガラを含みやすくし

たのではないだろうか。よって塗彩するベンガラも

個体や粉体の状態ではなく，水のようなものに溶い

た液体状になっていたと考えられる。また，工具の

筋が残るということは器面がまだ完全に乾燥する前

の柔らかい状態だったということであり，ベンガラ

は上器の焼成前に塗彩された（焼成前塗彩技法）と

ういうことを示している。

6 考察

資料に塗彩された赤色頻料はすべてベンガラであ

ったが，その中でもパイプ状粒子を多く含むベンガ

ラが大部分であった。このパイプ状ベンガラに関し

ては，近年の研究］）により，崖端の湧水部や沼沢地な

どに棲息している鉄細菌の生産物（鉄の酸化物を沈

積した鞘細胞）を焼成した結果得られるものである

ことが判明している。鉄細菌のうちパイプ状の鞘細

胞を形成する種類はLeptothrixであり，この鉄細菌

に由来するベンガラであると考えられる。南）砂卜1に

於いては縄文時代草創期2) • 早期前葉からベンガラで

塗彩された赤彩上器が出上しているが，これまでに

調在したものはいずれもパイプ状ではなく，細かい

粒子をしたものであった叫よって卜．野原遺跡の赤彩

土撒は，現在のところ南九小Mでは最も占いパイプ状

ベンガラの使用例のひとつと考えられる。関東方面

ではFA戸上層式の段階でパイプ状ベンガラを施した

赤彩上器が報告されており 41, 今後全国的な赤彩土器

との比較・検討を行う必要がある。

また資料 lのベンガラからパイプ状粒了を検出す

ることができなかったことについては，別のベンガ



ラ素材を用いたことも考えられる s

分といえず，

次にベンガラの準彩状況の観察からは，十器・耳

栓ともに器面令体を亦く咳彩するのではなく，文様

として施された沈線の中だけを塗彩している傾向が

認められた。

く，塗彩する文様を選んでいることも窺える。文様

を史に浮き立たせるために，赤彩を施したのではな

このような沈線内の赤彩技法にいかと考えられる。

ついては，資料4の赤彩沈線にエ具痕を認め，その

塗彩T程を検討することができた。他の遺物につい

ては期確な痕跡が認められなかったものの，塗彩技

法について，一つの手がかりが得られたことは意義

深いものと考える。

また賓料4の赤彩土器については，十．器を焼成す

る前にベンガラを塗彩していることが判明したが，

この土器焼成前の段階で，既に赤く発色したベンガ

ラを塗彩したのであろうか。前述したようにパイプ

状ベンガラは黄t色をした鉄細菌の鞘細胞（ベンガ

ラ素材） を焼成することにより，赤く発色させたも

0)である。

今後の課題としたい。

しかし調査が十

またすべての文様を涼彩するのではな

よって土器焼成前であればこの黄土色を

した未焼成のベンガラ素材を塗り， ±ぜ出を焼くこと

でlul時に焼成し赤く発色させたことも考えられる。

このことはベンガラ製造にも関する間題であり，実

験考古学的な手法も用いながら今後検討していきた

い。他の亦彩遺物についても焼成前の塗彩であると

考えられるが，剥落が多いものもあり判然としない。

次に耳栓について， 全国的には縄文時代後期から

晩期にかけて盛行する装身具であり，

銀朱で塗彩されているものが多い。それらと同様に

赤彩された上野原追跡の耳栓は，

ベンガラや水

そのルーツとも考

えられるものである。南九州に飴いては縄文早期後

葉の範疇で赤彩が施された耳栓が他にも出土してお

り，熊本県球磨郡深田村灰塚遺跡から滑車形の耳栓

が2点出十＿している 51。また鹿児島県福山町城ヶ尾遺

跡からは同しく滑車形の耳栓（耳栓状土製吊）が3

点出上しており，内2点に赤彩が施されている叫顔

料の種類はいずれもパイプ状ベンガラであった。

これらの壷形土器や耳栓に施された赤色塗彩の意

味まで言及するにはとうてい及ばないが， 祭祀性の

高い遺物に限って赤彩が施されている点からは，そ

の対象物に込めた縄文人の特別な思い（粕神世界）

を反映していると思われる。

以上不十分な調査であったが，縄文時代早期後葉

の時期に，上野原遺跡に於いて行われていた赤色塗

彩技術の一端を垣間見ることができた。今同の調肖

を足掛かりとして，

っていきたい。

最後に本稿の作成にあたり，成瀬正和氏（宮内庁

正倉院事務所）

げます。
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図 1 資料 1 （大型壷） のX線スペクトル図
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図2 上野原遺跡出士の赤彩遺物
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写真 1 大型壷（資料 1)の口縁部

写真2 赤彩部分の拡大

写真 3 深鉢（資料 3)の赤彩

図版 1 上野原遺跡の赤彩遺物(1)
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写真4 顔料塗彩工具痕の残る土器（資料4)

写真 5~7 は沈線を拡大した
実体顕微鏡写真

写真 6 写真 5を別角度から撮影

写真5 「赤彩のない沈線」に重なる
「赤彩のある沈線」

写真 7 右側「赤彩のない沈線」
左側「赤彩のある沈線」

図版 2 上野原遺跡の赤彩遺物(2)
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写真 8 耳栓 （資料5) 写真9 写真 8の赤彩部分拡大

写真10 耳栓 （資料 6) 写真11 写真10の赤彩部分拡大

図版3 上野原遺跡の赤彩遺物(3)
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写真12 資料 1 (大型壷）のSEM像

写真14 資料4 (深鉢）のSEM像

写真13 資料3 (_5~ 鉢）のSEM像
パイプ状粒子の拡大

写真15 資料5 (耳栓）のSEM像

写真16 透過型顕微鏡によるパイプ状ベンガラ （参考資料）

図版4 ベンガラの顕微鏡写真
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